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巻 頭 言

「学生諸君と共に喜が うれ しいこと」

館 長 中 和 田 武

平成 9年度は、図書館にとってうれしいことが 3つ ありました。その 1つは、一般利用者の声。 2つ

目は、学生諸君の利用率が一段と高まったこと。 3つ 目は、図書館情報ネットワークシステムが新しく

構築されたことです。

1つ 目の声とは、平成 8年度図書館一般公開以来ご利用いただいた一主婦のことです。昨年 9月 にご

主人の転勤で横浜へ転居することとなり、 1年 と数力月の間当館を利用したことのお礼に来館されまし

た。その折り、一般公開の話を耳にし、胸 トキメキ、心のス トレスが吹っ飛ぶのを感じ、利用させても

らえることへの期待が高まったということでした。予想を上まわる資料があり、むさばるように読ませ

ていただきました。ここに落ち着いて10年間でも読ませていただけると思っていた矢先の転勤で、残念

ですとの言葉でありました。郡山に来て、あまり文化にふれる機会のない中で、図書館の公開は私にとっ

て、奈良での最大の贈り物であったと感謝されたそうです。お帰りになるとき、図書館で接する学生達

の素直さと、誠実さを目のあたりに見、すばらしい学生さんのいる奈良高専の将来に、さらなる期待を

寄せていると言ってくださったそうです。また、私たち図書館員に対しても、親切 ・丁寧に学内者と分

け隔てなく接してもらったことへのお礼も述べられました。私は、この話を聞く中で、学校あげての協

力の基、公開して本当によかったと感謝しています。今では、老若男女を問わず、また遠方からもご利

用いただき、利用者数は180名を越えました。外来者が訪れたときには、学生諸君もこれまで以上に、

親切 ・丁寧に接してくれることを期待しています。必ずやこのことが自分たちに、すばらしい宝物とし

て返ってくることを、私は確信しています。

2つ 目は、 1人あたりの読書冊数が飛躍的に伸びたことです。昨年度、第一回多読者表彰を実施しま

したが、これまでの右肩上がりから下向き傾向がみられていました。今年度はどうしてどうして、低学

年がよく頑張っています。12月の時点で昨年度を追い抜く勢いでありました。学生諸君の年間読書冊数

は、全国各大学と比べてみると桁違いに高い値であり、全国高専と比べてもトップクラスの冊数です。

時々、低学年の読んでいる本は、レベルの低いものだとよく批半Jされますが、私はそれで良いと考えて

います。本を読むことの楽しさ、わくわくする心を掴んでくれればそれでよいと考えています。楽しむ

ことが解れば、年齢が進むにつれ自然とハイレベルの本につながっていくと考えています。諸君の先輩

達も言うように、 「本から得る知識は宝物」です。お金は使えばすぐ消えてしまいますが、本から得た

知識は、一生消えることなく利用できる価値があります。情報化社会のまっただ中で、日に映るもの・
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耳に聞こえるもの等は、すぐに忘れ去りますが、本を読み、考え、納得したことは消えることがありま

せん。学生諸君、平成10年度は自分の人生を決定づける本に巡り会える年であるかも知れません。期待

を胸に、本を求める航海に出発してください。

3つ 目は、学校あげてのご理解の基に新しいシステムが導入されたことです。正式名称は、 「図書館

情報ネットワークシステム」といいます。このシステムは、これまで以上に学生諸君の教養・学習・研

究等をバックアップすることを目的として導入されました。図書館委員会の中に図書館情報システムワー

キンググループを置き、平成9年 5月から作業に取りかかってくれました。メンバーは、情報工学科の

浅井先生をチーフとし、電子計算機委員会から電気工学科の上井先生、事務用電気計算機室から東野さ

ん、当委員会から情報工学科の武藤先生にお願いし、5月以来、何回も繰り返したワーキングの結果、

すばらしいシステムが1月22日にセットアップされました。これによって平成10年度からは、より便利

に、より幅広く図書館を利用してもらえると思っています。これを機会に、今まで図書館に足を運んだ

ことのない学生も、一度訪れてほしいと願っています。何か新発見があるのではないかと思います。

簡単に新システムを紹介します。これはワーキングチーフの浅井先生がまとめて下さったものです。

《システム導入の目的》

① 図 書館業務の効率化と蔵書学術情報の管理、利用者サービスの機能化。

② 学 内LAN、 インターネット、学術情報ネットワークヘの対応。

③ 学 習、教育施設としての機能強化 (マルチメディア教育の推進)。

《システムの特徴》

目的①を達成するために 「情報館95」を導入しました。これによって図書の貸し出し、検索、統計処

理等、図書館業務の高速処理が可能となり機能も拡大されました。目的②を達成するために 「情報館95」

は、クライアント、サーバー型システムでWindows NTの ネットワーク機能を利用することによって

図書館内にローカルエリアネットワーク (LAN)を 構築し、クライアントとサーバーを接続しました。

新システムのパフォーマンスを最大限発揮するため、また学内LANが 高速化された場合、直ちに対応

できるよう、高度な100 BASE規格のものを採用しました。目的③を達成するために、パーソナルコン

ピュータを3合閲覧室に配置し、ネットワークシステムに接続しました。そのうち1合は 「情報館95」

専用の蔵書検索端末として利用し、ユーザーインターフェースのもとで高速な蔵書検索を行うことがで

きます。別の1合は、インターネット上のWebサ ーバー (ホームページ)を 利用する端末としました。

これによって利用者は、たとえば、検索エンジンを用いて学術情報をはじめ、必要とする各種情報を容

易に入手して、学習や研究に役立てることができます。最後の1合は、百科事典や電子地図、新聞の縮

刷版などのCD― ROMを 活用し、学習や趣味、課外活動などに役立てることができるものとしました。

以上の通り、すばらしいシステムが稼働を開始し、マルチメディア教材やインターネットに自由にア

クセスできる環境が整いました。

図書館委員会は平成10年度を新しい図書館の開幕と位置づけました。ついては、このシステムを学生

諸君が教養・学習・研究・課外活動等にフル活用してくれることを期待しています。
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平成9年度 読 書感想文コンクールを終えて

図 書 館 委 員 会

第22回を迎えた校内読書感想文コンクールの審査結果を発表します。今回の応募総数は、429編でし

た。その中から、図書館委員会と国語科の先生方が慎重に選考した結果、次の8名の諸君の作品を入選

作と決定しました。ここに、その氏名を記して栄誉をたたえたいと思います。

最優秀  情 報工学科 2年

優 秀   電 気工学科 1年

優 秀   情 報工学科 1年

優 秀   情 報工学科 1年

優 秀   機 械工学科 2年

優 秀   情 報工学科 2年

赤松 明 美  『 モモ』を読んで

柳澤 佑 輝  犠 牲になるということ (『塩狩峠』)

轡 華 代子  『 変身』を読み終えて

答田 太 朗  少 年Hと 戦争観 (『少年H』 )

泉  明 範   『 四万十川』を読んで

小林啓一郎  『 岳物語』を読んで

優 秀   物 質化学工学科 1年   久 保 陽 子  『 岳物語』を読んで

優 秀   物 質化学工学科 1年   藤 沢 明 子  『 いまを生きる』を読んで

また、入選とはならなかったものの、選考の過程で優れた評価を得て最終選考に残 った諸君は次のと

おりです。氏名を記 して、その努力をたたえたいと思います。

lM上 村 彰 宏 lM高 田 敬 ± lE西 村 聖 悟 lS石 山 剛 秀 lS北 ブH信
一郎 2M三 村 徳 彦

2E大 元 靖 里 2E山 本 正 明 2S安 部 華 代 2S三 宅  喬  2C上 村 恭 平 2C辰 己 泰 基

3E橋 本  智  31王   承 樹 31 日 向 雅 世 3C吉 野裕美子

く講 評〉

赤松さん一一昨年に続いての最優秀入賞はりっぱです。今は 「効率」第
一主義の時代、時間の速いテ

ンポにつられて、ともすれば私たちは、思考停止や自己喪失に陥りがちです。他者を思い遣ったりじっ

くり考えこむ時間は無駄に見えるが、これこそかえって真の時間として大切なのだと説く。皆さんも
一

度、エンデの原作にふれてみてはどうでしょう。柳澤君
一―素直に読みとり、丁寧に書いています。轡

さん十一ちょっと難しい、しかし大きなテーマを提示するこの小説を、正しく読み解いています。督田

君一一躍動感溢れる、よい感想文となりました。ふだんから戦争の問題について考えようとしていたか

らですね。問題意識を持って書物に対することの大切さを、思わせられます。久保さん
一一親子の間が

らについて、 「っかず離れず」がよいのだと読み取っています。明快な文章です。藤沢さん
―一受け止

めた感動が、きびきびとしたリズミカルな文章を通して伝わってきます。泉君
一一主人公の引きずる問

題に自分を重ね合わせて読み取り、考えを深めている点がよいです。すぐれた書物は、読後の自分が
一

回り大きくなったような感じを与えてくれるものです。小林君
一一久保さんと同じく『岳物語』を対象

にして親子の問題を取り上げていますが、ちょっと大入っぱい書き方になりました。2年生の貫録でしょ

うか。入選作に共通して優れている点は、自分の日でしっかりと見、深く考え、自分の言葉で的確に表

現していることです。

総じて、応募作品はどれもよく書けており、諸君の努力と苦心の跡がうかがえました。自分の考えを

作文にまとめ上げる作業は、創造的な仕事であるからこそ苦しくつらい営みです。しかし、やり終えた

後の喜びがどんなに大きなものであるかは、書き手である諸君が誰よりもよく知っていることですね。
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多くの諸君が、自分の選んだ本について、 「読んでよかった」 「この本をみんなに薦めたい」と書き記

しています。読書感想文コンクールは、諸君の、そうした目に見えない力と声とによって支えられ励ま

されて、今日まで続けて来ることができたのです。いっそうの力作が寄せられるよう期待しています。

(国語科 細 井)

1 1 1て, 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ! | l t l l l l l l l ! | | | | | | | | |■■■■ |‐■‐|‐|■■| |‐ |  | | |■ ■1 1 1 1‐|■■■■‐    ‐  |‐‐ ■■| | | | | |■■| | | | | | | | | | |十1 ! | ! ! | | | ! | = l t l

畿轟轟鹸議轟鞭繍轟寵鶴轟襲籍! ン

『モ モ』 を読 ん で

情報工学科2年 赤 松  明  美

「自分の人生はこうして過ぎていくのか。」

「自分は無駄に時間を過ごしているのではない

か。」

などと、思ったことはありませんか。そんな人た

ちは気をつけて下さい。あなたの下に 「灰色の男

たち」が現れるかもしれませんから……。

灰色の男たちは、人から 「時間」をうばう者た

ちです。彼らはいいます、 「あなたは時間を無駄

にしている。」と。人は誰でも、一度くらい、無

駄に時間を使ってしまったことがあるはずです。

彼らはそんな人の心の奥を読み取ります。例えば、

ある人にかれらはいいました、 「耳の問こえない

母をあいてに話をすることや、何をするわけでも

ないのにインコを飼うことは時間を無駄にしてい

る。」と。また、 「本を読んだり、映画を見たり、
一日を振り返ったりする時間も・…・・。」

でも、それは本当に 「無駄な時間」なのでしょ

うか。あなたはどう思いますか。私はそうは思い

ません。それでは、いったい何が 「大事な時間」

なのでしょう。本の中で時間をつかさどる者はい

いました。 「光を見るために目があり、音を聞く

ために耳があり、そして時間を感じるために心が

ある。」と。そう、人は心があるから、考える力

があるからこそ、時間に意味があるのではないで

しょうか。耳の聞こえない母に話しながら、何か

を感じれば、その時間は無駄ではないと思います。

いえ、そんな時間こそ大事なのだと思います。

時間は途切れることなく、しかも無償で与えら

れるものです。人は皆、 「時間の大切さ」を忘れ

がちになります。一瞬、一瞬の時こそが大切なの

です。そしてその一瞬、一瞬に考えることが大事
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なのです。それでは時間を大事にするとはどうい

う事なのでしょうか。

私たちの社会で時間を大事にするとは、短時間

でより多くのことをすることだと思います。物事

は合理化、単一化、高速化され、それが文明の進

歩とされて来ました。町には、集合住宅が建ち並

び、道路には車があふれ返っています。これが二

十世紀です。世の中はもっともっと高速化してい

くことでしょう。でも、それは少し怖い気がしま

す。いつか、人の思考が物事の進む速さについて

いけなくなる日がくる。人が物事を考えられなく

なれば、時間の意味が無くなってしまいます。

「モモの世界」の大人たちは忙しさに追われて

子供の世話ができなくなっていきます。最初は夜

寝る時に本を読んであげられなくて、テープを買

い、一緒に遊んでやれないので、おもちゃを買っ

ていました。そしてそれはだんだんエスカレー ト

していきます。外で遊ぶと交通の邪魔になり、将

来に役立たない遊びは時間のムダだといわれ、外

で遊ぶことは禁止され、大人の監督下で強制的に

ためになる遊びをさせられます。皆、決められた

事をし、同じ考えを持ち、考え出すことができな

い、そんな人を作ることが本当にためになるので

しょうか。人のことを思いやることもできない世

界一一この世界が、いつか 「現実の世界」の話に

なるかもしれません。

時間を大事にする。私は思いますが、それは時

間自身を大事にするのではなく、その時、感じた

気持ちを大事にすることではないでしょうか。誰

かのことを思いやる時間を持つことに意味がない

とは思えません。思いやること一―その気持ちさ

えあれば、 「モモの世界」は 「本の中の世界」の

できごとにすぎず、 「現実の世界」の話にはなら

ないでしょう。

時間はどんどん流れていきます。未来は今にな

り、今は過去へと変わり続けます。でも、私たち

は、その時間に流されるのではなく、つないでい

けたらいいなと思っています。未来は分からなく

て不安だし、過去は、正しかったと言い切れない

けど、今、この瞬間の私を大事にしたいです。そ

して今、この瞬間の皆を大事にしたいです。どの

人の今も同じだけ大事だから……。時間だけは誰

にも公平に訪れます。お金持ちにも貧乏な人にも、

黒人にも、白人にも、大人にも、子供にも、私に

も。そしてあなたにも。

犠牲になるということ(『塩狩峠』)

電気工学科1年 柳 澤 佑 輝

「他人の命を救うために、自分の命を犠牲にで

きるだろうか……。」この本は僕にそんなことを

考えさせた。日では何とでも言えるだろう。しか

し主人公、信夫にはそれができたのである。

この本、 『塩狩峠』は僕が中学生のとき、担任

の先生にすすめていただいて以来、ずっと読んで

みたいと思っていたものだ。そして今、読んでみ

たことが正解だったと確かにいえる。

永野信夫、彼は裕福な士族の家に生まれ祖母の

トセに厳しく育てられた。母はというと、信夫が

生まれた直後、キリス ト教徒だったばかりに、仏

教徒であるトセに家を追い出されたというのであ

る。信仰する宗教が違うだけでそこまでしなけれ

ばならないのかと、僕は信夫の母に哀れみを感じ

た。現在では、よほどのことがない限りそこまで

しないだろうが、明治時代の日本ではキリス ト教

徒は 「ヤソ」と呼ばれ、極端に嫌われていたそう

だ。信夫は トセから 「母親は死んだ。」と問かさ

れていたのである。そして、キリス ト教は間違っ

た宗教と教えられた。僕は少し、 トセのやり方に

卑怯さを感じた。信夫の身になってみると、腹立

たしくもあった。しかし、そんな信夫が後にキリ

ス ト教を信仰し、教会の日曜学校長にまでなろう

とはこのとき誰が思っただろう。

調
書
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